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1．問題の所在と本報告の構成

1．1 問題の所在

　 1990 年代以降、FD 、カ リキュ ラム の 再編、

厳格な授業評価の 導入、補習教育や初年時教

育の 実施な ど、大学の教育面に関する 改革が

様々 な形で行われて きた。これ らは、正規の

カ リキ ュ ラム や教授法 に関する 改革が中心を

占め て い る （天野 2002）こ とか らも分か る よ

う に、「放っ てお け ば勉強しな い 」（天野 2001）

学生 を講義 に向か わせ る ため の 取 り組みで あ

る と特徴づ ける こ とが で きよう 。 それゆえ、

大学で の 教育改革は、成功すれ ばするほ ど学

生が真面 目に講義 に取 り組むよ うになる こと

が見込 まれ て い る 。 と同時 に 、 多 くの 場合 は、

勉強時間が増え、逆に勉強以外に使える時間

が減少する。

　 もちろん 、 大学教育を行 う上で 、学生を講

義に出席させ勉強させ る こ とは 、 必要な こ と

で ある。しか しながら、大学の教育機能は、

講義を通 じて の み発揮 される ものでは必ずし

もない 。部 ・サークルに代表 される課外活動

や 、友人 ・恋人 と の 付き合い、ある い は大学

外で の活動を通 じて も、学生の人 間的成長が

はか られて い る の か もしれない の である。で

あ るとす るな らば、改革の成功によ り勉強時

間が増加す る こ とで 、逆 に勉強以外の キ ャ ン

パ ス ライ フ における学生 の 成長の 機会を失っ

て い る こ とにな りは しな い だろ うか 。

　 これまで、80 年代の大学 レジ ャ
ー

ラ ン ド論

に代表され る よ うに、学生が勉強 しない こ と

は批判の 対象だ っ た。そ もそ も、勉強以外の

キ ャ ンパ ス ライフ で学生は ど の よ うに行動 し、

ど の よ うな成長を遂げて い る の か と い う こ と

につ い て 、 実態を明らかに しようとする研究

が行わ れ て こ なか っ た の で ある。そ こ で 、本

報告で は、キャ ン パ ス ライ フ の 中で も勉強以

外の 側面、すなわちサ
ー

クル、恋愛、アルバ

イ トに焦点を当 て て 、そ の 実態を明 らかに し、

学生 に とっ て どの よ うな意味を持 っ て い る の

か の 分析を行 う こ とを試みる 。

1．2 本報告の 構成

　本発表 の 構成は次の 通 りで あ る 。まず、戦

後 日本の学生文化が ど の よ う に 変遷し て きた

の かを、「遊び文化」 と 「勉強文化」 の 2 点

を対比 させ なが ら、その盛衰 に つ い て歴史的

な分析 を行 う （第 2節）。 つ い で 、 大学生の 遊

びの代表例 と言わ れて きた部 ・サ
ー

クル活動

につ い て、現代 の実態の分析を行 う。また、

大学生 の 恋愛事情に つ い て も分析を行 う （第

3 節）。最後に、こ れ まで 勉強 を阻害する もの

として扱われて きたアルバイ トにつ いて 、20

年前の 学生 と対比させ つ つ 、キ ャ ン パ ス ライ

フ の中での位置づけや 動機に変化が 生 じて い

る こ とを明 らか にする （第 4 節）。

　　　　　　　　　　　　　　（大島真夫）

2．日本における学生文化の推移

2．1 学生 の 生活費支出の動向

　 文部省の r学生生活調査報告』 および全国

大学生活共同組合連合会による 『学生の 消費

生活に関する実態調査報告書』（そ れぞれ 、以

下、単に 『文部省調 査』、r生協調査』 と呼ぶ ）

で は 、 大学生活を送る ために学生たちが、ど

の よ うな費目に支出 した の か に つ い て の 調査

結果が報告されて い る。そ こで こ こ で は、そ

れ を指標 に して 、 学生文化の なかで 「勉強文

化 J と 「遊び文化」が 、どの よ うな盛衰 をみ

せ て きたの かをみて い くこ とにする。なお、

今回用 い るデー
タはす べ て 、昼間部在籍の 学

生 に対す るも の に限 っ て い る。

　 図 2・1 は 『文部省調査』 をもとに、学生の

生活費支出 の なか で も、「修学費」、「娯楽 し好

費」、「課外活動費」 へ の 出費状況 の 時系列 変

化を示 したもの で ある 。 なお、経年比較を可

能にするため、各費目の 支出額は 、 現在の 貨

幣価値 に換算して ある （図 2・3 につ いて も同

様）。

　こ の 図、および図 2・3 （後掲）で み られ る

支 出動向を要約 したも の が、表 2−1 で ある 。

なお表で は、同 じく 『文部省調査 』 か ら知 り

え る学生 アル バ イ ト文化 の 変遷 （昨年の 教育

社会学会で の 報告参照） もあわ せ て 表示 し て

あ る 。

2．1．1 終戦 〜1950年代前半 ：生 活苦の 時代

終戦直後 の 国民 的窮乏の もとで 、家庭か ら
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表2 − 1．日本における学生文化の 盛衰

（a）終戦〜

　1950年代 前半

（b）1950 年代後半

〜1960 年代

（c）1970 年代

〜1980年代前半

（d）1980 年代後半

〜1992 年

（e）1993年

　〜現在

生活 苦 の時代 「勉 強文化」を温存

した状態で の 「遊 び

文化 」 台頭期

大学 レジ ャ
ー

ラ ン ド化 の 時代

遊 び文 化 の

バ ブル 時代

長期不況

の 時代

勉 強 ・教養

文化

文 具代 → → → →

書籍代 1 、 、 、

修学費 1 → 、 、 、

遊び文化 娯楽 し好 費 ’ ノ → ’ 、

サ
ー

クル

文化

課 外活動 費 → 　 　 　 　1

（イ ンカ レ型多 目的

　サ
ー

クル の 登場）

→ 、

ア ルバ イ ト

文化

パ ンの た め の

ア ルバ イ トの

時 代

パ ン か ら小 遣 い 稼

ぎ の た めの アルバ

イ トへ の 転換期

ア ルバ イ トの

日常化

の給付 （仕送 り） も途絶えがちになるなか、

ほ とん どの 学生 は、学費は い うにお よばず、

何よ り生き て い くの に最低限必要な生活費を

稼ぐために、必死の 状況におかれ た 。 しか も、

戦争によ っ て 日本の産業は壊滅的打撃を受け、

多 く の 国民が失業状態を経験 し、路頭に迷う

なかで 、学生たちはそれら学費 ・生活費を捻

出するため の アルバイ トを み つ ける ことさえ、

なか なか ままな らない の が実状で あっ た。し

か し、そ の 後 1950 年代中頃ま で には、緩や

かながらも日本経済は終戦の混乱か ら、少し

ずつ抜けだ して い き、ある程度の お金を学費

に回すだけの 経済的余裕が 出て きた。これ は

「娯楽し好費」 の 増加につ い て も、同様に当

て は まる と考え られる。こ の ように、（a ）の

時期は、生 活逼迫の なか、学生た ち にと っ て

は、勉強に も遊び にも精力を割 く余裕がなか

っ た、「生活苦の時代」 だ っ たとみなせ る 。

2．1．21950 年代後半〜60 年代 ：「勉強文化 」を

　　温存した状態での 「遊び文化」浸透の 時代

　 1955 年の神武景気 を引き金に して、1950

年代後半は、1960 年に始 まる本格的な高度経

済成長の到来に向けて の 先駆けをなす時期で

あ っ た 。 1955 年頃か ら、一般家庭 における家

庭電化製品を中心 と した耐久消費財ブーム と

軌を一
にす るように、学生の あいだで も、カ

メラ、トラ ン ジ ス タラジオ 、自転車、ギタ
ー

などと い っ た耐久消費財 ブー
ムが、頭 を もた

げ始めた。さ らに、学生の あい だで 「私的自

由 ・安楽へ の 志向」 が顕著な傾向にな っ て い

くの も、この 年あたりか らだとされる 。

こ の よ うな状態のなかで 、少な くとも生活費

支出か らみる限 り、「勉強文化」は衰退 こ そ し

なかっ たもの の 、現状維持 に留ま り、「遊び文

化」が急激に膨 らみ始めて い っ た。「娯楽 し好

費」 支出が 「修学費」 支出を上 回 り、 それ ま

で と比 べ て 支出順位の 逆転現象がみ られるの

も、こ の 時期で ある。

　また 、図 2−2 の サークル 加入率か らみる限

り、現在 と同じ水準 にある とい う意味で、遅

くと も 1966 年にはすで にサー
クル文化は全

開状態 にあっ た。例 えば 1967 年に出版され

た本の中で は、「ともか く今 日の 大学生活は 、

サークル を除いて は考え られない 。どこの大

学で も、おそ らく約九割の 学生が、なん らか

の 意味でサー
クル活動の 経験者で ある 」。さ ら

に昔 と異な り、「今 日の 合宿は運 動部の 専売特

許で はない 。運動部、文化部を問わず 、 サー

クルはすべ て 合宿 をする とい っ て も過言で は

な い 。… ・r落語研究会』『唯物論研究会』『シ

ェ クス ピア研究会』、また各種 『合唱団』 r古

典音楽鑑賞会』等が 、なぜ本もな く、音響効

果もゼ ロ の田舎で合宿する の か。それで もな

お 、サ
ー

クル は合宿に い く」、と証言 され て い

る 。 こ の よ うに、大学紛争前の 1960 年代 中

頃まで にサ
ー

クル 、およびそれに つ きもの の

逃せ ない行事 として の 合宿が、学生文化の主

要な ア イテム として 、花開い て い たこ とは明

らか である。

2．1．3　1970年代 〜80 年代前半 ：大学レジャ
ー

ラ

　　ン ド化 の 時代

　こ の 時期、「遊び文化」 は飽和点に達 し、現

状維持 をつ づけるなか、それまで かろ うじて

温存状態に あ っ た 「勉強文化」 が、衰弱を始
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める。

2．1．41980 年代後半〜1992 年：遊び文化の バ

　　ブル 時代

　こ の 時期 にな っ て も、「勉強文化」の 衰退は

止 ま らなか っ た 。 それに対し、「遊び文化」は、

いわゆる 「バ ブル経済」 に浮かれる世の 中を

反映 して 、ますます華美 にな っ て い っ た 。

2．1．51993 年〜
：長期不 況の 時代

「バ ブル 経済」がは じけた後の 、1993年以降

の 時期に は、「遊び文化」 は減退 し、「勉強文

化」 の 多少の 復権傾向がみ られる。また 、サ

ー
クル加入 率も大き く減少する （図 2・2）。 不

況の影響で就職が困難 になるなか で、少 しで

も採用条件を有利にする ため に、よ い 大学成

績を取ろ うと、勉強 へ の 関心が幾分高ま っ た

もの と推測 される 。

　　　　　　　　　　　　　 （岩 田 弘三 ）

3 ．部 ・サークル活動、恋愛

　大学生 に と っ て 、部 ・サークル活動、恋愛

（男女交際）は、キャ ンパ ス ライフ の 重要な

要素だ 。 本節は、これ らが大学生に与え る影

響に っ い て 、調査データをもとにみて い く。

なお、図表の 出典は 「19大学調査」 （1997 年

11 〜 12 月）で ある （詳細は、武内清編 2003
『キャ ン パ ス ライ フ の今 S 玉川大学出版部）。

3．1 部・サークル 活動

3．1．1加入者の割合

　部 ・サ ー
クル活動につ い て 尋ね た と こ ろ、

何か しらの 部活やサークル に 「加入 して いる」

割合が、約半分 （52．9％）。
「以前参加 して い

て現在は不参加 （途中でや めた）」は、2 割弱

（18．0％）。
厂最初か ら不参加」 で ある人は 3

割弱 （2g．1％）で ある。少な く とも、7 割の

学生は部活動 ・サークル活動に参加 した こ と

が ある 。

　現在活動 中の ものに、活動内容に つ いて 尋

ねた 。「運動系サークル」（30．8％）と 「体育会」

（23．5％）をあわせ て 「運動系」 に所属する

学生が半数を超え る （54．3％）。
「文化系」 サ

ークル
・部が 33．5％、「社会活動系」 は 8．7％

である。

3．1．2 属性別 の傾向

　男女別、大学種別、学年別 で 、参加 の 有無

をみ て みた 。 男子に 「現在活動中」 が多 く、

女子 に 「最初から不参加」 が多い。女子 のな

か で は、4 大女子の方が、短大女子 よ りも 「活

動中」 が多 い。学年で は、3 年生に 「以前参

加」 の も の が多 く、1 年生に 「最初か ら不参

加」 が多い 。全国大学生協の 調査 で みて も、

大学生の 部 ・サー
クル 参加 率が 年々 下が っ て

いる 。 大学生の 個人化傾向、集団離れが進ん

で い るので あろ う。

3．1．3 友人関係

　部 ・サ
ー

クル活動の 参加の 有無が、大学内

で の友人関係とどの よ うな 関連が ある の か。

部 ・サー
クル 活 動者 は大学内の 友人が 多 い

（40．6％）。 部 ・サークルに最初か ら不参加者

は大学以外の友人が多い （32．1％）。「以前参

加」者 は、その 中間である。こ の よう に部活 ・

サ
ー

クル活動を して い る と 、 大学内の 友人の

数が増える。学内でそ の活動をする時間が多

く、学内で 活動を共にす る人の 数 も多くなる。

大 学内で の 友 人を多 く作 りた けれ ば、部活

動 ・サークル活動 をした方がよ い と い う こ と

にな る 。

3．1．4 部・サークル 活動とその 生活比重

　現在、部やサークルで活動中の 学生の うち、

そ の 活 動の 比重 が 「強い 」 学生 が 半数 強

（53．5％）、「弱い 」 学生が半数弱 （46．5％）

で ある。現在、活動 中の者で も、活動を熱心

にやる学生 とや らな い学生が い る 。 授業の 合

間に 、 交友活動の 一環 として、部・サー
クル活

動を 「ほ どほ ど」 に活動す る学生もい る。

　で は、どの分野の 活動が部 ・サークル活動

の 比重の 強弱 を決定す るの で あろ うか 。表

に示 されて いる よ うに、体育会に所属す る と

部活動の 比重が強 くなる （74．4％）。体育会の

学生 は、部活動
一

辺倒にな っ て い る様子 がう

かがえる。体育会と比較する と 、 い わ ゆるサ
ークル組織で は、活動 に打ち込む比重が弱い。

文化系の部活動 ・サークル に属する学生は、

体育会と体育会サー
クル と の 中間の 比重で 、

課外活動をして い る。

表　活動分野 ×活動比重

　 　 　　 　 　 　 　サ
ー

クル 活 動 （％）

　 　 　　 　 　 　 　　 　く

　 　 　 　 くO．Ol
弱く　　 口 E （N ）

　　　　　会
・
．　 鱗 耋，　　 256

團 系 サ務禿　、4．、肆ll響 一

　 社 会 活動系
　 　 　 そ の 他

　 　 　 　 合 言

2543603339436

535 　　 　 465 　　 　1077
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3．1．5 学生生活の使い分け

　部 ・サークル活動 に比重をか ける と、その

他の 活動に どの よ うな影響が出る の だろうか 。

　差異が み られたの は、「ア ルバイ ト」 と 「異

性との交際」 で ある 。 部 ・サー
クル活動に打

ち込んでい る と、時間に拘束 される 「アルバ

イ ト」 はあまりで きない こ とを示 して い る。

さらに、部 ・サークル 活動の 比重が 「強い 1

学生ほ ど、「アルバイ ト」 とは反対に、「異性

との交際」 の比重も高 くなる。部 ・サ ークル

活動が縁で 、彼氏／彼女が で き て 、一緒に活

動して 、 両活動の 比重が高ま っ て い る も の と

解釈で きる。

3，1．6 自分に つ い て

　部 ・サ ー
クル活動の 比重は 、 学生個人 の 内

面にどの ような差異を生 じ させて い るのか 。

　部活動 ・サ ー
クル 活動へ の 比重が強い 学生

は、弱い 学生よ りも、「自由時間がな い 」 と感

じて い る 。 それだけ活動を熱心 に行 っ て い る

か らで あろ う。活動の ために 、 貴重な時間 を

投資して い る と考え る こ ともで きれ ば、活動

に よ っ て 貴重な時間を犠牲 に して い る とも考

え る ことがで きる。

　一方、部 ・サークル活動へ の比重が強い 学

生 は、自分に つ いて肯定的になる。つ ま り、

部 ・サ ー
クル活動を重視して い る学生は、自

分には 「得意分野 j があ っ て 、
「決めた ら最後

まで 」 や りぬ い て 、なおか つ 「自分の こ とが

好き 」 で ある と感 じて い る。現在、打ち こ む

活動を見つ けて、実際に活動する こ とによ っ

て 、 自分を高め る こ とがで きる。これは部 ・

サ
ー

クル活動の潜在的効果で ある 。

先輩な どとの つながりは、社会に出ていく上

で も大切 に して いかなければな らない と感

じるようにな っ た」。

3．1．8 部・サークル 活動のまとめ

　大学は勉強だけ をす る と こ ろで はな い 。

部 ・サークル に所属する ことによ っ て 、学部

学科や学年を超えた人間関係が作 られて い く

（そ れが煩わしくて辞め て しま う場合もある

もの の）。部 ・サークル活動を通 じて多くの

人々 と の 出会い、活動内容や組織 内で の 役割

を通 じて 、学生は、自己を見つ め直 した り、

社会生活 を考え直 した りする。ときに は、組

織の 中で 自分が思 っ て もみ なか っ たような事

態に出会 うこともある 。そ の 困難を解決して

い くこ と に 、彼 ら自身、成長を感 じて い る。

部 ・サークル活動は、学生に 楽 しみ を与え る

効果だけではな く、社会の
一

員 として の 私を

自覚 させ る効果も併せ も っ て いる。

3．2 恋愛 （男女 交際）

3．2．1 恋愛経験とその 類型

　高校時代あま り交際 ・恋愛経験をしなか っ

た学生は、交際 ・恋愛で 「大学デビ ュ
ー

」したい

と考える 。 しか し 「大学デビ ュ
ー

」 はなかな

か難 し い 。 恋愛には、大学に 入 る ま で の 助走

期間が大事で ある 。

表 と図

高校異性交際 x 大学異性 交 際 比 重

　 　　 　　 　　 　　 大学異性との 交際比重

　 　　 　　 　　 　　　 強く　　　 弱く N （100．0）

3．1．7 価値観の 変化

　部 ・サ ー
クル活動によ っ て、価値観が 変わ

っ たとい う学生 の 声も多い （以下、抜粋）。

　 「サ
ー

ク ル を通 して 、勉強は、学校だけです

　るもの じ ゃな い こ と、様々 な人間関係 は い ろ

　い ろな経験を通して 学んだ 」 「サ
ー

クル 内で

　の 人間関係な どによ っ て 自己分析するよ う

　 に な っ た 」 「サ
ークル活動で 、自分を しっ か

　りもてるようにな っ た」 「き っ かけは体 育会

　 には い っ た こ と 。 自我を持た ずになん となく

　大学に入 り、なん とな くサ
ー

クル活動をし 、

　遊ん で い る周 りの学生を哀れ に 思 う。またそ

　う思 え る ほ ど に充 実 して い る 」 「部活の 部長

　 にな っ て、い ろんな人と関わる うちに、そ の

　 人な りの 考 え方 や立場 を察せ るよ う に な っ

　た 」「部活動を通 して、お世話にな っ た 先生、

高校　　　した

交際 しなか っ た
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3．2．2 恋愛経験 と学生生活

　大学における交際 ・恋愛経験は、大学生活

の さまざまな面 を豊か にする。自分 へ の 評価

を高め、社会性 も身に つ く。と りわ け女子学

生の 場合、恋愛経験によ り価値観が 大き く変

わる 。 部 ・サークル活動やアルバイ トの面で

も、交際 ・恋愛中の 学生が活躍する。しかし

勉強面はお ろそ か にな る 。

表　学生生活の 比重 （強い）x 恋愛 比重 （％）

に比重 を置 い て い る学生が減少 して 、 アルバ

イ トに比重を置 い て い る学生が増加 した。80

年卒 と現代の 学生とで は、サークル とアル バ

イ トの 位置関係が ち ょ うど逆転 して しまっ た

よ うに見える。全体的な傾向と して、学生 の

部 ・サークル離れがすすみ アルバ イ ト重視の

傾向が強ま っ て い る こ とが こ こか ら読み とれ

る 。

70．0

60．0　−一一一一一一一一一

　 　 　 　 50．9
50．0

140 ．OI

ト
130．0

120．0

　 　 　 　 　
ttt　

　　　　　　’げ　　　　　　t．t　　　　　　　　　　　　　9
園 現 在の 恋愛 比 重 （強 い ）　　1

囹 現在の 恋愛比 重（弱い ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50．t

ア ル バ イト サ
ー

クル 勉

すべ て　P ＜0．01

　大学時代は、恋愛をして人間的深化 をはか

る の も
一

つ の 選択で あ り、恋愛よ り勉強を優

先し、目標達成を 目ざすの も
一

つ の 選択の 道

で ある 。 どち らの選択も許されるのが大学で

ある 。　　　　　　　　　　　 （浜島幸司）

4 ．アルバイ ト

4．1．生活 の比重のシフ ト：部・サー
クル からア ル

　　バ イトへ

　 rl9大学調査」 によれ ば、アルバ イ トを 1

度で も経験 したこ とがある学生は 9 割を越え

た 。 キ ャ ン パ ス ライフ の 中にアルバイ トは広

く浸透して いる。学生たち はアルバ イ トにど

の くらい の 比重 を置い て い るのだろ うか 。

　図 4−1 は、「アル バイ ト」 「勉強」 「部活 ・サ
ー

クル活動」 の どれ に比重を置いて い るか に

よっ て学生を 8 つ のタイ プに分け、そ れぞれ

の タイプごとに、全体に 占める割合を示 した

もので ある （「19大学調査」
・「卒業生調査」）。

　 こ れ によれば、現代の 大学生は勉強 とアル

バイ トを重視する
一

方で 、サークルは あまり

重視 して い ない。「勉強重視」 「勉強とバ イ ト

を重視」 「バ イ トを重視」 が 1 位か ら 3 位を

占め て い て 、これ らの割合 を合計する と 5 割
を超える のに対 し、サ

ー
クル を重 視 して い る

学生 は相対的に見る と少数派に とどまっ て い

る 。

　こう した傾向は 、卒業生 の 状況 と比較する

とよ り明確で ある 。こ の 20年間でサ
ー

クル

4．2．アルバ イトをする動機の変化

4．2．1収入源として

　学生がアルバ イ トをす る最大の 理 由 は収入

を得るためで ある。学生援護会 の調査や 日本

私立大学連盟の 調 査 を見て も、「ほ し い物を

購入 した り、 や りたい こ とをするため」や 「外

食・普段の 小遣の ため」が 1位にな っ て い る 。

学生の生活費を調 べ た文部科学省の調査 に

よれば、 自宅外の 「下宿 ・間借、そ の他」 で

暮 らして い る学生は年間収入が 約 255 万 円 、

そ の うち一割強の 33 万 円あまりをアルバ イ

トか らの 収入 に頼 っ て い る 。 これが 自宅生で

は約 180万 円の 収入に対 し 43 万円強 とな り、

アルバ イ トに頼る割合は 2 割強に も達する 。

また 、
「19大学調査」 か らも、アルバイ トを

すれ ば 「自分で 自由に使え るお 金」 が増える

という関係も確認で きた。

4．2．2社会勉強として

　近年増え て い る の が 、社会体験 を 目的とす

る アルバ イ トで ある。収入 を得る こ とに次い

で 多くあげられるようにな っ た。日本私立大

学連盟の 調査で も ア ルバ イ トをす る理 由の第

2 位は 「社会勉強の ため」 で ある し、高木

（2000 ）らが行 っ た調査で も第 3 位 に 「社会

経験 をする た め 」 があげられて い た。

　で は、なぜ こ の よ うな変化が生じたの か 。

高木 （前掲）はそ の 理 由を大学の 大衆化 と大

卒労働市場の変化 に求めて い る。しか しなが

ら、別の 理 由も考 えられよう。 就職試験対策

とい う理 由で ある。

　学生援護会の 調査によれば、「社会勉強のた

め」 の 割合は 95 年まで は 40％台前半だ っ た

のが 、90 年代後半か ら 50％ を超える よ うに

な っ た 。 変化の 転換点は 90 年代後半に存在

す る。この現象を説明するには高木の 指摘す

る 2 点の理 由だけでは不 十分で あ る。労働市

場の 変化 と学生 の意識の 変化 との 間にタイム

ラグがあ りすぎる。

　 も しアルバ イ トと卒業後 の職業の 関連性を

学生が意識 して い る と い うのが正 しい ので あ

れば、90 年代に起 こっ た変化 は、93 年以降

にす す んだ大卒就職率の大幅減少と重ね合わ

せ て 理解す る方がよ り適切だろ う。90 年代以
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図4−1 比 重を置い て いる活 動
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降の就職の場面で は 、 筆記試験の 重要性が相

対的に減少 し、 エ ン トリーシ
ー

トの導入や面

接重視の 方向へ と採用選考方法が急激に変化

してい く中で、大学時代の 体験がますます 問

われる ようにな っ て きた 。 こ うした変化を学

生達が敏感 に感じ取 り、就職難の中で他人よ

り少しで も有利 になるために、大学時代の 体

験を
一

つ 増やす手段として アルバ イ トを位置

づ けるようにな っ た、と解釈で き る。

4．3．ア ル バイト＝ 社会勉強の 内実

4．3．1就業体験としての インパ クト

　労働市場の変化をき っ か けに、学生がアル

バイ トの 目的を社会体験や社会勉強に据える

ようにな っ たとして も、 アルバイ トを通 じて

実際に何を体験で きるか はまた別の次元の問

題で ある 。 学生の 目的どお り結果がつ い て く

る とは限らない 。

　アルバ イ トを社会体験や 社会勉強と位置づ

ける学生が増え て い る中で、学生達はアルバ

イ トか ら何を感 じ取 っ て い る の だろうか 。 こ

こで は、アルバ イ トを体験する とどの よ うな

価値観の 変化 を経験する の か に つ いて 、「19

大学調査」 の 自由記述の 回答をもとに まとめ

た 。 回答は 6点に分類す る こ とがで きた 。 こ

の 回答 を見て わかる の は 「働 く こ との 意味を

知 っ た」 と い う学生は少数だと い うことであ

る。ア ルバイ トの 持 つ 就業体験 と して の イン

パ ク トは小 さ い と言え る。大半の 学生に とっ

て は、アル バイ トを通 じて 人間関係
一

般の こ

とや社会 ・価値観に つ い て 考 えた り、ある い

は 自分自身の こ とにつ い て 見直すき っ か けに

した りする こ とはあ っ て も、働 くこ との 意味

まで考 えるに は至 らない の で あ る。

4．3．2アルバ イトの現代的意味

　で は、学生達がアルバイ トを通 じて 「価値

観の 多様性」 や 「人間関係」 な どを学ぶ こと

には どの よ うな意味がある の だろ うか 。

　岩田（1984）は、大学 レジャ
ーラン ド論が幅

を利かせて い た時代 に 、 サ
ー

クル は学びの場

にもな っ て い る こ とを指摘し、学生へ の聞き

取 りに基づいて学生達がサークル活動か ら何

を学んで い るか を 10 項 目にまとめて い る 。

そ の 中には 「人間関係の むずか しさ、表と裏

を知 っ た。礼儀を学んだ。」「忍耐と協調。」「多

様な経験を した。異質な世界を知 っ た。視野

が広が っ た。深 く考える ようになっ た 。 」 とい

うもの が含まれ て い る 。

　実は こ れ らは、現代の 大学生がアルバイ ト

を通 じて学んで い る と思 っ て い る もの と同じ

で ある。かつ てサークル を通じて 体験 したも

の を、現在はアルバ イ トを通じて 体験する よ

うにな っ て い る の で ある。

　 80 年代と現代、アルバ イ トとサークル、と

い うように 、 時間的 ・空間的な違い を超えて

もなお 、 大学生が 同じよ うに 「価値観の 多様

性」や 「人間関係」 な どを指摘する とい うこ

とは注目に値する 。 これ らの こ とを考え たり

学んだ りす る こ とは、大学生に共通の、い わ

ば普遍的な体験な の かもしれない 。 学生 な ら

ばたい て い の 人が 関心 を示す、い わば大学生

の 文化の ようなもの 、とい っ て もよ いだろ う。

アルバ イ トの作業が定型的で、関心が仕事か

らずれ て い こうと した とき に、向か う先が こ

の よ うな大学生 の文化な ので ある 。

　　　　　　　　　　　　　　 （大島真夫）
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